
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及

に
よ
り
給
水
収
益
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
一
方
、
安
全
で
安
心
で
き
る

「
お
い
し
い
水
」
を
供
給
す
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
が

必
要
と
な
り
、
維
持
管
理
費
用
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
十
勝
中
部
広

域
水
道
企
業
団
か
ら
帯
広
市
が
仕
入
れ

て
い
る
水
の
単
価
は
、
町
村
に
比
べ
て

２
倍
以
上
高
価
だ
と
し
て
、
構
成
市
町

村
間
で
負
担
見
直
し
の
議
論
が
始
ま
っ

て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
。
今
後
、
町

の
負
担
増
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
町

民
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
今
後
の
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
。

①
上
水
道
事
業
の
今
後
の
水
需
要
の
予

測
は
。
②
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や

耐
震
化
の
計
画
は
。
③
地
域
住
民
が
管

理
運
営
す
る
明
野
新
川
水
道
組
合
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

⑵
十
勝
中
部
広
域
水
道
企
業
団
の
受
水

費
に
つ
い
て
。

①
現
在
の
町
の
受
水
費
の
積
算
内
容
と

実
際
の
受
水
量
の
関
係
は
。
②
企
業
団

に
お
け
る
今
後
の
受
水
費
の
考
え
方
に

つ
い
て
の
議
論
の
内
容
と
町
に
及
ぼ
す

影
響
は
。(1)

①
直
近
10
年
間
の
実
績
で

は
、
給
水
人
口
、
給
水
量
と
も
に
増
加

傾
向
か
ら
、
ほ
ぼ
横
ば
い
に
転
じ
て
い

る
。
人
口
減
少
や
節
水
意
識
の
向
上
か

ら
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

②
地
震
等
に
よ
る
漏
水
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
24
年
度
に
「
耐
震
性
貯
水
槽

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
災
害
発
生
後
、

一
人
一
日
３
㍑
を
目
標
と
し
た
給
水
を

行
う
た
め
、
幕
別
市
街
に
貯
水
容
量
50

㌧
を
１
基
、
札
内
市
街
に
50
㌧
２
基
と

60
㌧
１
基
、
合
計
４
基
の
耐
震
性
貯
水

槽
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
耐
震
診
断
の

結
果
、
札
内
配
水
池
は
耐
震
性
が
不
足

し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
耐
震
補
強
を

実
施
す
る
。
上
水
道
区
域
全
体
で
約

３
４
８
km
に
及
ぶ
管
路
施
設
は
、
耐
震

化
を
図
る
に
は
多
く
の
時
間
と
多
額
の

事
業
費
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
基

幹
的
な
管
路
や
漏
水
発
生
の
危
険
性
が

高
い
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
な
ど
を
優

先
的
に
更
新
す
る
な
ど
、
重
要
度
の
高

い
管
路
か
ら
順
次
計
画
的
に
整
備
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
明
野
新
川
水
道
組
合
で
は
、
検
針
メ

ー
タ
ー
の
更
新
や
ポ
ン
プ
等
の
修
理
・

更
新
な
ど
、
使
用
者
か
ら
集
め
た
使
用

料
に
よ
っ
て
、
自
ら
賄
っ
て
い
る
。
町

で
は
、
こ
れ
ま
で
財
政
面
を
含
め
側
面

的
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
安

定
し
た
水
道
事
業
経
営
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
技
術
的
、
経
営
的
な
助
言
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

(2)
①
受
水
費
の
算
定
は
、
昭
和
56
年
の

企
業
団
設
立
当
初
に
締
結
し
た
基
本
協

定
書
に
よ
り
「
企
業
団
が
供
給
す
る
用

水
の
料
金
は
、
統
一
料
金
と
し
、
基
本

料
金
と
従
量
料
金
の
二
部
建
料
金
制
と

す
る
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
基
本
料
金
は
、
施
設
整
備
に
要
す

る
費
用
等
の
固
定
的
な
費
用
を
各
構
成

団
体
の
責
任
水
量
に
対
応
さ
せ
て
算
定

し
、
従
量
料
金
は
、
維
持
管
理
費
等
の

変
動
的
な
費
用
を
各
構
成
団
体
の
各
年

度
の
受
水
量
に
対
応
さ
せ
て
算
定
し
て

い
る
。
基
本
料
金
は
受
水
量
に
関
わ
ら

ず
責
任
水
量
に
応
じ
た
料
金
と
な
る
た

め
定
額
と
な
り
、
従
量
料
金
は
受
水
量

に
応
じ
て
変
動
す
る
仕
組
み
に
な
る
。

②
帯
広
市
か
ら
新
た
な
負
担
方
法
に
つ

い
て
の
提
案
が
あ
り
、
基
本
料
金
に
つ

い
て
、
今
後
見
込
ま
れ
る
日
最
大
水
量

を
必
要
水
量
と
し
、
こ
の
比
率
を
基
に

基
本
料
金
を
算
定
す
る
と
い
う
提
案
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
帯
広
市
と
町
村
と

の
考
え
方
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、

こ
れ
以
上
協
議
を
進
め
る
こ
と
は
困
難

と
判
断
し
、
今
回
の
提
案
は
白
紙
と
す

る
こ
と
が
企
業
団
事
務
局
か
ら
説
明
さ

れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
建
設
時
に

取
り
決
め
た
約
束
を
各
市
町
村
が
責
任

を
も
っ
て
果
た
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。

４
箇
所
に
整
備
し
た
耐
震
性

貯
水
槽
の
点
検
・
整
備
の
体
制
は
。

年
１
回
春
に
貯
水
槽
の
機
材
と
エ
ン

ジ
ン
ポ
ン
プ
の
点
検
を
行
う
ほ
か
、
貯

水
槽
内
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
中
の
状
況

を
確
認
し
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
き
た
い
。

答問
札
内
配
水
池
は
耐
震
補
強
を
実
施
、
管
路
施
設
は

重
要
度
の
高
い
管
路
か
ら
計
画
的
に
整
備
す
る

老
朽
化
し
た
上
水
道
施
設
の
更
新

・
耐
震
化
の

計
画
は
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町
　
長

小川　純文 議員
（政清会）

札内配水池（日新）
耐震補強を実施予定


